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CHISEとは？

ラオスでの校舎建設をはじめとした教育支援を行っています。



CHISEの取り組みに該当するSDGｓ目標

CHISEの活動

オリジナル授業
学校インタビュー
村人訪問
学校建設

×

日本国内での活動ラオスでの教育支援

ミーティング
街頭募金
講演会

イベント参加年２回



写真展

9/21～9/29 ＠三宮OPA 2/8～2/9 ＠神戸マルイ



活動の成果

じっくりと奥まで写真を見てくださる方は少数であったが、大学生が途上国支援の活動
を行っているということを不特定多数の方に知ってもらうことはできた。

アンケート結果

貧困で学校にいけない、
働かされている

言語の壁が難しい

途上国支援は泥臭い、
大変そう

途上国支援が
身近に感じた

自分も何かしたい

楽しそう、明るい

これまで 回覧後



活動の成果

インスタグラムフォロワー数

約40UP

募金総額

13,642 円

これからも伝える活動は行っていき、
私たちの活動や途上国支援について知ってもらう機会を増やしたい。



街頭募金

三ノ宮、元町を中心に実施
年間15か所を計画

ラオスでの活動について質問してくださる方や
応援してくださる方がたくさんおられました！

集まった募金は
ラオスの子どもたちの
支援に充てます

13か所で実施
募金総額 77,832円

篠山産業高校の
生徒さんが募金に
参加してくれました



ステーショナリードライブ

兵庫県立大学環境人間キャンパスで
1月16日（木）実施

3月の現地訪問で自分たちの手で
直接子供たちに届けます！

たくさんの文房具、おもちゃ、
服が集まりました

神戸新聞（2025/1/22）と兵庫県立大学インスタグラムに
掲載していただきました



講演会・イベント参加

CHISEの取り組みを
ＳＤＧｓの目標と関連させて紹介

姫路市立置塩中学校
兵庫県立大学
鳴門教育大学

JICA

クイズやグループワークを用いて
“自分たちに出来ることは何か”

を考えてもらう

伝える活動としてイベントでの展示や
学際への出店を行っています

訪問先



まとめ・反省

本事業に採択して頂いたことで SDGｓについて改めて考えながら活動することができた

・ 「伝え方」の重要性について考えさせられた

・誰に向けてのイベント開催かによって開催場所も重要だと感じた。

・想定よりも来場者が少なかったため、何か体験コーナーなどを
用意しておけば興味を持ってもらえたのかもしれない

写真展

・不特定多数の人々にほんの少しでも活動を訴えかけることができた

・来年度の校舎建設費用を工面するため募金を行っていたが、
計画が不透明だったため、はっきりと使途を伝えられなかった

街頭
募金

ミーティング

現地訪問

これからも 「ラオス現地での学び」 と 「兵庫県での SDGｓ啓発」のサイクルを意識
し活動をより豊かなものにしていきたい



ご清聴ありがとうございました


